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1．はじめに   

L）E＾（L）at之IEnvcIopmeIlt＾nalysis）［1］は，多入力多出力  

系の相対的な効率性を評価する方法である．DE八の既存の  

モデルに加法モデル［1］がある．加法モデルの長所は，改  

善目標を求める際に入力及び出力の両方を考慮している  

点，また入出力項目に負の値を持つデータを取り扱う事  

も可能な点である．しかし，入力スラック及び出力ス  

ラックのウェイトとの加重和を最大化しているため，改  

善目標が偏った方向に向かってしまうという問頓点があ   

る．   

企業体の目指す経営は，産出の拡大，投入の削減の2  

つの要素から構成されている．相対的に非効率的である  

と評価された際に，目指すべき改善の方向はいろいろと  

考えられる．産出の拡大のみを目指すのは現在のような  

低成長化の環境の下では困難であり，また人員の削減な  

どの投入の削減のみを目指すのも将来性を考癒する上で  

得策ではない．したがって，産出の拡大及び投入の削減  

をできるだけバランスの取れた割合で達成する方向が企  

業の目指すべき方向であると考えられる，   

本研究では，入出力項目のそれぞれについて他の項目  

を固定項目とした場合のフロンティアからの偏差を求め，  

それをその項目についての入力の限界削減量あるいは出  

力の限界増大量と定義する．   

提案するモデルは非効率的と評価されたD肛の改善目標  

を限界削減量と限界拡大量をバランス良く削減あるいは  

増大させるようにして求める．  
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3．提案するモデル  

3．1定式化   

提案するモデルの定式化を以下に示す．   
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2．DEAの加法型モデル   

DEAの加法型モデルの定式化は以下のようになる．  

なお分析対象をDMU。とする・  

（12）   
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d㍍，d；i≧0   （i岩1，…，m）  

dこ，d；r≧0  （r≒1，…，S）  

入j≧0  

ただし，Pl，ちは付順係数（Pl＞＞＞Pコ）であり，  

X臼：DMUjのi番目の入力値  

yd ：DMUjの一番目の出力値  

Si：i番目の入力の限界削減量  

SJ：【番目の出力値の限界拡大量  

である．  
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4．提案するモデルの特徴  

（1）提案するモデルは．各入出力方向へのフロンティア  

までの偏差を非効率性と考え，入出力項目すべてについ  

てその割合をできるだけ均等に削減，または拡大を目指  

しているモデルである．各D仙について各入力の限界削減  

量，限界増大量を求めたのは，そこにフロンティアがあ  

るからであり，限界までの余地を考え，バランス良く削  

減または，増大させることで，より合理的な改善目標を   

得ることができる．  

（2）既存の入出力統合モデル［封は現在の入力値に対する  

一律縮小率，及び出力値に対する一律拡大率を同等なも  

のとして考えている．これは，入力値の一律縮小率を0  

に近づけた場合と出力値の一律拡大率を無限大に近づけ   

た場合が同等のものとして扱っていると解釈できる．し  

かし，提案したモデルでは相対的に削減できる入力値の  

偏差及び，増大できる出力値の偏差を求めた上で，その  

値に対する移動の割合を一律に最大化している．そのた  

捌こ，データ自身から改善目標を求めるといったDEA  

の基本的な考えと同様の方針で改善目標を求めていると   

いえる．  

目的関数は，限界削減量，限界拡大量に対する削減量，  

拡大量の割合の最小値の最大化であり，これによって改  

善する割合をバランス良くしている．  
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図1．改善目標の導出  

3．2 改善目標の導出手順  

（ステップ1）BCCモデルを解く．   

（ステップ2）非効率的と評価された仙ルについて限界削  

減量，限界増大量を求める．  

（ステップ3）【P2】を解く．  

（ステップ4）【P2】の最適解における吋、d；1dr、  

吋より，DMU。の改善目標xニ〕、〉′ニ）を，  
xi。－d言＊－d；r  （17）  

yr。十祀十嬬  （18）  （；≧  

とする．   

ただし，もっと厳密にバランスの良い改善案を求めたい  

場合は，吋，吋に値を持つ入出力項目について段階酌に  

改善案を求めてゆけばよい．  
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